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（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　員　個　人　調　書
	履　　　　　　　　歴　　　　　　　　書

	フ リ ガ ナ
	ナカツガワ　ヒロシ
	性別
	男
	生年月日(年齢)
	昭和 44年　2月　26日（満 42歳）

	氏　　　名
	中津川　博
	
	
	
	

	国　　　籍
	
	現住所
	〒247-0007

神奈川県横浜市栄区小菅ヶ谷1丁目5番

南小菅ヶ谷住宅4-504号

	月額基本給
	604千円
	
	

	学　　　　　　　　　　　歴

	年　　月
	事　　　　　　　　　　　　　項

	昭和63年　4月

平成 5年　3月

平成 5年　4月

平成 7年　3月

平成 7年  4月

平成10年　3月


	横浜国立大学工学部生産工学科　入学

横浜国立大学工学部生産工学科　卒業（学士(工学)）

横浜国立大学大学院工学研究科生産工学専攻博士前期課程　入学

横浜国立大学大学院工学研究科生産工学専攻博士前期課程　修了（修士(工学)）

横浜国立大学大学院工学研究科生産工学専攻博士後期課程　入学

横浜国立大学大学院工学研究科生産工学専攻博士後期課程　修了（博士(工学)）工博甲第273号

「三次元周期shell modelとDV-Xαクラスター法を用いたVO2及びTi2O3の金属-絶縁体転移の研究」

	職　　　　　　　　 　　歴

	年　　月
	事　　　　　　　　　　　　　項

	平成10年　4月

平成13年 10月

平成16年　4月

平成19年　4月

平成19年　8月 
	横浜国立大学工学部　助手（平成13年9月まで）

横浜国立大学大学院工学研究院　助教授（平成16年3月まで）

当該審査に係る主な工学部担当授業科目：力学演習Ⅰ、固体電子論、計算材料学

当該審査に係る主な大学院担当授業科目：計算機能材料学、計算固体物理学特論

国立大学法人横浜国立大学大学院工学研究院　助教授（平成19年3月まで）

国立大学法人横浜国立大学大学院工学研究院　准教授（現在に至る）
文部科学省海外教育研究実践支援在外研究員（英国バーミンガム大学　平成20年2月まで）

	学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

	現在所属している学会
	日本金属学会、応用物理学会、日本熱電学会、日本中性子科学会

	年　　月
	事　　　　　　　　　　　　　項

	平成18年　9月

平成20年　9月

  平成20年　9月

　平成22年　1月
	日本熱電学会編集委員会委員（現在に至る）

日本熱電学会広報委員会委員（現在に至る）

日本熱電学会第三期評議員（現在に至る）

日本熱電学会選挙管理委員会委員（現在に至る）

	賞　　　　　　　　　　罰

	年　　月
	事　　　　　　　　　　　　　項

	 
	な　し

	現　在　の　職　務　の　状　況

	勤　務　先
	職名
	学部等又は所属部局の名称
	勤務状況

	横浜国立大学
	准教授
	工学研究院
	(工学部)

力学演習Ⅰ, 固体電子論, 計算材料学, 生産材料科学実験Ⅱ, 卒業研究

(工学府)

機能材料工学, 材料設計工学輪講Ⅰ, 材料設計工学輪講Ⅱ, 材料設計工学演習Ⅰ, 材料設計工学演習Ⅱ, 修士論文の研究指導, 機能材料学特論, 材料設計工学特別演習, 材料設計工学学外研修, 材料設計工学教育研修, 材料設計工学特別研究, 博士論文の研究指導

	開　設　後　の　職　務　の　状　況

	勤　務　先
	職名
	学部等又は所属部局の名称
	勤務状況

	
	
	
	

	                                                           上記のとおり相違ありません。
   平成　22年　4月　30日
                                                   　　   　　　　　　　氏名　　　中津川　博

（署名）　　　　　　　　　　印




別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

	教　育　研　究　業　績　書
                                                              平成　22年　4月　30日
                                                    　　　氏名　　　中津川　博
（署名）　　　　　　　　　　印



	研　究　分　野
	研　究　内　容　の　キ　ー　ワ　ー　ド

	無機材料、構造・機能材料、応用物性
	計算材料設計、遷移金属酸化物、熱電変換、ペルチェ冷却

	教　育　上　の　能　力　に　関　す　る　事　項

	事項
	年 月 日
	概　　　要

	１　教育方法の実践例
学部及び大学院教育に対する能動的教育の実践
	平成14年4月


	現在担当している講義は抽象的概念の要素が強く、学生の勉学姿勢は受動的になりがちである。講義内容を理解していることを自覚すれば学生の姿勢は能動的になると考え、毎回講義で直感的に分かり易い演習問題を科し自信を持たせている。

	２　作成した教科書，教材
材料設計コース｢学生実験テキスト｣の作成
	平成13年3月
	生産工学科第3年次の材料設計コース配属の学生を対象とした｢学生実験テキスト｣に執筆者として協力した。具体的には、第三章 材料組織実験及び第八章 材料物性実験の執筆に貢献した。

	３　教育上の能力に関する大学等の評価

学生による授業評価
	平成21年7月
	理解出来ない箇所を学生に明確にさせ、金曜日夕方にオフィスアワーを指定し、また、電子メールでも積極的に質問を受け入れている。更に、学期の途中で理解度が低いと思われる学生と個人面接し、問題点と対応策を検討している。以上の実践により理解度が著しく向上したとの評価を得た。

	４　実務の経験を有する者についての特記事項


	
	

	５　その他
 
	
	

	職　務　上　の　実　績　に　関　す　る　事　項

	事項
	年 月 日
	概　　　　　　　　要

	１　資格・免許
	
	

	２　特許等 
	
	

	３　実務の経験を有する者についての特記事項

文部科学省海外教育研究実践支援在外研究員
日韓先端機能材料国際シンポジウムの主催


	平成19年8月
平成22年2月

	プログラム名：大学教育の国際化推進プログラム(海外先進研究実践支援)、事業名：環境リスクに関する教育・研究の総合的推進(低環境負荷社会システム構築の材料設計技術)で英国バーミンガム大学Greaves教授の研究グループに半年間参画し、先進的な熱電材料研究を遂行した。現在、本取組みで得られた成果に基づき、低環境負荷社会システム構築に寄与する教育・研究の推進を目指している。
横浜国立大学と昌原国立大学との先端機能材料の領域に関する国際シンポジウムを主催し、2月21-23日の期間に横浜国立大学で開催した。このシンポジウムは、ナノ材料、金属材料、エネルギー変換材料を通して、機能性材料に関する国際的な意見・情報交換を行う場を提供すると共に、日韓の教員・学生の相互交流、共同研究を目指して組織・開催した。結果として、日韓友好にも国際貢献した。

	４　その他
	
	

	研　究　業　績　等　に　関　す　る　事　項

	著書、学術論文等の名称
	単著・

共著の別
	発行又は       　発表の年月
	発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
	概　　　　　　　要

	(査読付き学術論文)
	
	
	
	

	1. App..lication of  a polarizable point-ion shell model to a two-dimensional periodic structure: The NiO (001) surface

	共著


	平成7年4月


	Physical Review B Vol. 51, No.16, pp. 10956-10964.


	周期的変調構造をもつイオン結合性結晶の緩和過程を伴った格子エネルギー算出の理論構築及び同理論の二次元周期性を持つNiO表面構造へ適用による妥当性を証明した。

(著者: E.Iguchi, H.Nakatsugawa)　
理論構築、計算実施、解析を担当

	2. The NiO(001) surface structure calculated by a two-dimensional polarizable point-ion shell model

	共著


	平成9年1月

	Surface Science Vol. 357-358, pp. 96-101.


	表面酸素イオンの電子分極率が、バルク中での値1.98Å3よりも明らかに増加していることを解明した。
(著者：H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
理論計算及び解析を担当

	3. Electronic structures in VO2 using the periodic polarizable point-ion shell model and DV-Xα method

	共著

	平成9年1月

	Physical Review B, Vol. 55, No.4, pp. 2157-2163.


	シェル・モデル法とDV-Xαクラスター法を組み合わせた計算の結果、VO2のエネルギーギャップの生成消滅を説明することに成功した。
(著者：H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
理論計算及び解析を担当

	4. Transition phenomenon in Ti2O3 using DV-Xα cluster method and periodic shell model

	共著

	平成9年11月

	Physical Review B, Vol. 56, No.20, pp. 12931-12938.


	計算の結果、Ti2O3の金属相と絶縁体相とのなだらかな重なりの起源として、電子相関が大きく寄与していることを解明した。
(著者：H.Nakatugawa, E.Iguchi)
理論計算及び解析を担当

	5. Electrical transport in semiconducting (LaMn1-xTix)1-γO3 (x≦0.05)

	共著

	平成9年12月


	Journal of Solid State Chemistry, Vol. 133, pp. 466-472.


	Mnの一部をTiで置換したLaMnO3の電子輸送特性を実験により解明し、ポーラロンの伝導が結晶の電子伝導を支配することを示した。
(著者：W.H.Jung, H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
解析を担当

	6. . Polaronic conduction in La2-xSrxCoO4(0.25≦x≦1.10) below room temperature

	共著


	平成10年6月


	Journal of Solid State Chemistry, Vol. 139,　pp. 176-184.
	Laの一部をSrで置換したLa2-xSrCoO4ではポーラロンをキャリアーとした電子伝導が起こっていることを実験的に示した。
(著者：E.Iguchi, H.Nakatsugawa, K.Futakuti)
解析を担当

	7. Electrical transports in La1-xSrxCoO3 (0.03≦x≦ 0.07) below 60 K

	共著
	平成10年10月
	Journal of Physics : Condensed Matter, Vol. 10, pp. 8999-9013.
	Laの一部をSrで置換したLaCoO3ではポーラロンがキャリアーである電子伝導が支配的であることを実験的に示した。
(著者：E.Iguchi, K.Ueda, H.Nakatsugawa)
解析を担当

	8. Small polaron hopp.ing conduction in ceramics sample of La1.4Sr1.6Mn2O7.06

	共著
	平成11年3月
	Australian Journal of Physics, Vol. 52, pp.　187-195.
	キャリアーはMnO2面内で遍歴的であるが、280K以上で局在的になりスモールポーラロンが形成されていると考えられる。
(著者：H.Nakatsugawa、E.Iguchi、W.H.Jung, F.Munakata)
実験及び解析を担当

	9. Origin of change in type of majority carrier in LaCo1-xTixO3 (0.05≦x≦0.15)

	共著
	平成11年4月
	Journal of Physics : Condensed Matter,
Vol. 11, pp. 1711-1722.
	磁化率測定の結果はxの増加に伴う高スピンCo3+の減少を、xの増加に伴う結晶構造の変化は結晶場分裂の減少を示唆している。
(著者：H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
実験及び解析を担当

	10. Correlation between conduction and transferred exchange interaction in La2NiO4+δ below 300K

	共著
	平成11年12月
	Physica B Condensed Matter, Vol. 270, pp. 332-340.
	僅かに酸素過剰状態のLa2NiO4の電子輸送特性を300 K以下の低温領域でインピーダンス解析、誘電特性および直流伝導度を測定し、伝導と移動積分との関係を明らかにした。
(著者：E.Iguchi, H.Satoh, H.Nakatsugawa, F.Munakata)
解析を担当

	11. La0.9(Sr1-xCax)1.1CoO4の熱電変換材料への応用


	共著
	平成11年11月
	日本金属学会誌, Vol. 63, No.11, pp. 1393-1399.
	x = 0.1の系は高熱電変換効率の物質であり、スピン状態を制御することによる新しい熱電変換材料開発の可能性を示した。
(著者：中津川博, 井口栄資)
実験及び解析を担当

	12. Study of electronic structures in LaCo1-xTixO3 (x = 0, 0.05 and 0.15) using Discrete-Variational-Xα cluster method

	共著
	平成12年3月
	Japanese J.App.lied Physics, Vol. 39,　Part 1, No.3A, pp. 1186-1189.
	計算の結果、σ＊バンド中の3dドナー電子とO2p ligand正孔が共存し、両者の競合がキャリアーの型を決定していることを解明した。
(著者：H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
理論計算及び解析を担当

	13. Small polarons in La2/3TiO3-δ

	共著
	平成12年9月
	Journal of App.lied Physics, Vol. 88, No.5, pp. 2560-2563.
	還元によって酸素量を制御したLa2/3TiO3-δ(δ=0.057, 0.07, 0.16)ではスモールポーラロンがキャリアーである電子伝導が支配的であることを実験的に示した。
(著者：W.H.Jung, H.Wakai, H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
実験及び解析を担当

	14. Thermoelectric Properties in Bi2-xPbxSr3-yYyCo2O9-δCeramics

	共著
	平成13年3月
	Journal of Physics D: App.lied Physics, Vol. 34, pp. 1017-1024.
	Bi2-xPbxSr3-yYyCo2O9-δ多結晶体の熱電特性を評価し、x=y=0.5の性能指数が400から800Kへ温度上昇するに従って2から7×10-5K-1へ増加することを実験的に示した。
(著者：E.Iguchi, T.Itoga, H.Nakatsugawa, F.Munakata, K.Furuya)
実験及び解析を担当

	15. Electronic and Magnetic Properties due to Co ions in La0.9Sr0.1Fe1-xCoxO3

	共著
	平成13年6月
	Journal of Solid State Chemistry, Vol. 159, pp. 215-222.
	磁化率と熱起電力測定による結果は、La0.9Sr0.1Fe1-xCoxO3のCoイオンのスピン状態が主に高スピンCo3+イオンと中間スピンCo4+イオンによって支配されていることを実験的に示した。
(著者：H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
実験及び解析を担当

	16. Electronic structures and magnetic properties in Sr1-xLaxRuO3 (0.0≦x≦0.5)

	共著
	平成14年1月
	Journal of Physics: Condensed Matter, Vol.   14, pp. 415-425.
	DV-Xαクラスター法を用いて、SrRuO3 及び Sr1-xLaxRuO3 のスピン状態密度を計算し、SrRuO3にLaを添加することにより強磁性相互作用を抑制するLa-O混成軌道が生成することを計算で示した。

(著者：H. Nakatsugawa, E. Iguchi, and Y. Oohara)
理論計算及び解析を担当

	17. Electrical transport properties in LiMn2O4, Li0.95Mn2O4, and LiMn1.95B0.05O4 (B=Al or Ga) around room temperature

	共著
	平成14年2月
	Journal of App.lied Physics, Vol. 91, pp. 2149-2154.
	Li電池の正極材料として応用されるLi0.95Mn2O4 と LiMn1.95B0.05O4 (B=Al or Ga)に対して複素インピーダンス測定を行い、電気輸送特性を担うキャリアがMn3+イオンeg電子による非断熱スモールポーラロンであることを実験的に示した。

(著者：E. Iguchi, Y. Tokuda, H. Nakatsugawa and F. Munakata)

実験及び解析を担当

	18. Electronic structures and chemical bonding of Bi2-xPbxSr3Co2O9 (x = 0.0 and 0.5)

	共著
	平成14年3月
	Materials Letters, Vol. 53, pp. 221-226.
	DV-Xαクラスター法を用いて、フェルミレベル付近のCo3d-O2p混成軌道だけでなくBi6p-O2p混成軌道もBi2-xPbxSr3Co2O9の化学結合と電子構造の変化に影響を及ぼしていることを計算によって解明した。
(著者：H.Nakatsugawa, E.Iguchi)
理論計算及び解析を担当

	19. Thermoelectric Properties (Resistivity and Thermopower) in Bi1.5Pb0.5Ca2-xMxCo2O8-δ (M = Sc3+, Y3+ or La3+)

	共著
	平成14年6月
	Journal of Solid State Chemistry, Vol. 167, pp. 472-479
	熱電変換材料として応用が期待されるBi2Ca2Co2O8-δ (Bi222)のBiサイトを25%Pb4+で置換し、Caサイトを三価の陽イオンで置換した試料を作製して熱電特性を測定し、イオン半径の相違とCo eg – O 2p レベル間のエネルギーとの相関関係を明らかにした。

(著者：E.Iguchi, S.Katoh, H.Nakatsugawa, and F.Munakata)
実験及び解析を担当

	20. Electronic structures of Sr1-xLaxRuO3

	共著
	平成15年3月
	Advances in Quantum Chemistry, Vol. 42, pp. 215-222
	X線回折測定及び中性子回折測定によって精密化した結晶構造に基づき、DV-Xαクラスター法を用いて、SrRuO3 及び Sr1-xLaxRuO3 のスピン状態密度を計算し、SrRuO3にLaを添加することにより強磁性相互作用を抑制するLa-O混成軌道が生成することを実験・計算両面から確認した。

(著者：H.Nakatsugawa, E.Iguchi, and Y.Oohara)

実験及び理論計算を担当

	21. Crystal structure, electric and magnetic properties in NaxCoO2

	共著
	平成15年8月
	Proceedings of the 22nd International Conference on Thermoelectrics (ICT2003), 17-21 August, pp. 223-226.
	室温でのX線回折測定データ及び中性子回折測定データより、リートベルト解析と最大エントロピー法を用いて、γ-NaxCoO2の電荷密度分布を解析し、Na量の増加に従ってCo t2g – O 2p軌道間の共有結合性が減少していることを実験的に示した。

(著者：K.Nagasawa and　H.Nakatsugawa)

実験及び解析を担当

	22. Evidence for the two-dimensional hybridization in Na0.79CoO2 and Na0.84CoO2

	共著
	平成16年4月
	Journal of Solid State Chemistry, Vol. 177, pp. 1137-1145.
	室温でのX線回折測定データより、リートベルト解析と最大エントロピー法を用いて、γ- Na0.79CoO2 及びγ-Na0.84CoO2の電荷密度分布を解析し、Na量の増加に伴うCoO2伝導層中の二次元的な混成軌道の減少を実験的に確認した。

(著者：H.Nakatsugawa and K.Nagasawa)

実験及び解析を担当

	23. Crystal structure, electric and magnetic properties in NaxCoO2

	共著
	平成16年10月
	Proceedings of the Symposia of the 8th IUMRS International Conference on Advanced Materials (IUMRS-ICAM), October 8-13, Vol. 29, pp. 2809-2812.
	100K、200K、及び、300Kでの放射光X線回折測定データより、リートベルト解析と最大エントロピー法を用いて、γ-NaxCoO2の電荷密度分布を解析し、Na量の増加に伴うCoO2伝導層中の二次元的な混成軌道の減少の温度依存性を確認した。

(著者：K.Nagasawa and H.Nakatsugawa)

実験及び解析を担当

	24. Thermoelectric properties of Pb doped [Ca2CoO3.1]0.62CoO2

	共著
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